
対 象： 地理空間情報を業務に活用したい自治体・行政職員の方
 地理空間情報の利活用に興味のある企業・市民・学生の方

主 催： 岐阜県・公益財団法人岐阜県建設研究センター
申込み方法： インターネットからのみ受付

岐阜県建設研究センターHPトップ ｢お知らせ」
「G空間セミナー2025inGIFU参加募集」から申込フォームへ接続できます

G空間セミナー2025 検索

デジタルアースの新たな可能性 ～GISがつなぐ未来～

先着100名

オンライン配信のみ

申込はこちらから

参加無料

2025年 10月17日 （金）

13：30～15：30  （受付13：00～）

G空間セミナー 2025 in GIFU

【基調講演】

デジタルアースの新展開
～高解像度画像と地理空間AI基盤モデルによる高精度マッピング～

中部大学 中部高等学術研究所長
国際GISセンター長 福井 弘道 氏

開催日時
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時 間 内 容

13：30 開会挨拶

13：35 基調講演

デジタルアースの新展開
～高解像度画像と地理空間AI基盤モデルによる高精度マッピング～

中部大学 中部高等学術研究所長
国際GISセンター長 福井弘道 氏

14：30
事例発表
①

データをつなぐ、支援がつながる
 ～地震と豪雨が重なった能登で見えた新たな対応のかたち～
石川県輪島市 市立輪島病院 参事 宇羅良博 氏

14：50
事例発表
②

デジタル地図で災害に強い森林作業用道路整備の適地を見える化！
岐阜県森林研究所 森林資源部長 臼田寿生 氏

15：10
事例発表
③

関ケ原合戦地の歴史をWeb 地図（地理情報）で可視化
～Web 地図（GIS）の歴史・地理教育への可能性～

関ケ原町歴史民俗学習館サポータ『不破ふわ塾』 （ボランティア団体）
総裁（代表） 木村寛之 氏

デジタルアースの新たな可能性～GISがつなぐ未来～
位置情報とそれに付随した情報を格納できるＧＩＳは、行政業務や地域課題解決、今後の人材
育成を行っていく上で重要なツールのひとつとなっています。2022年度より「地理総合」が高
校の必修科目となり地理空間情報について若いうちから学ぶ時代となりました。本セミナーで
は、Ｇ空間情報の専門家による基調講演と自治体が取組んでいるＧＩＳの利活用事例や、GISと
歴史教育を結び付け地域活動を行っている団体の事例を紹介します。人材不足の解決や行政業
務の効率化、災害時にも対応可能なツール等、今直面する課題についてＧＩＳをどのように活用
すべきか認識を深め、GISがつなぐ未来を皆様と一緒に考えます。

テーマ

プログラム

申込について

●申込方法： Microsoft Teams 申込フォーム
https://www.gifu.crcr.or.jp/news/2025/07/2025_in_gifu.html

インターネットのみの受付となります。
「G空間セミナー2025inGIFU参加募集」から申込フォームへ接続できます。
折り返し、申込時に登録したアドレスにセミナーの招待メールが届きます。

●申込期限： 令和7年10月16日（木） 12：00まで

●問い合わせ先
事務局 ： （公財）岐阜県建設研究センター 岐阜県ふるさと地理情報センター
T E L  ：  0584-81-1357   E-ｍail：  GIS＠gifu.crcr.or.jp

第4回Digi田甲子園
地方公共団体部門優勝
（内閣総理大臣賞）

Ｇ空間EXPO2025
Geoアクティビティ

コンテスト 地理教育賞
受賞

https://www.gifu.crcr.or.jp/news/2025/07/2025_in_gifu.html
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